
毘沙門天とは、鹿勝川にある庚甲堂という所にある二体の像です。

１本の木を削っ

て作られた１本

造りという作り方

でできています。

でも、両腕は別

材になっていま

す。

高さは資料に

よって異なって

いますが、二体ともだい

たい２ｍくらいです。

どちらともヒノキと思われ

る材料でできています。

できた当時は、あざやか

な色だったそうです。

保存状態が悪かったせ

いで後で修理したあとが

あります。

この二体は、額田でゆいつ
平安時代に作ったとされて
いるもので、国の重要文化
財に指定されています。


